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田 国際点字楽譜の動向と
日本のこれからの対応

加藤俊和

点字楽譜会議に12年ぶりに参加

さる 9月23~25日、 WBU（世界盲人連合）の国際点字楽譜記

号会議がスイスのチューリッヒで開催された。前回の1992年の

会議以降、欧米の委員を中心とした小委員会が数回開催されて

いるが、本委員会は12年ぶりである。日本からは、日本点字委

員会の委員で点字楽譜を長年担当していた私が代表として参加

した。

点字の始めは楽譜

ルイ・プライユが1825年に点字を考案して発表した 4年後

に、ブライユが世界で初めて世に出した点字解説書の名称は「言

葉、音楽、そしてグレゴリオ聖歌を、点を使って書くための盲

人用の方法」（ピエール・アンリ著『点字発明者の生涯』による）

であった。プライユは、まず楽譜を点字で表すために点字の配

列表を作ったであろうことがこのタイトルからも伝わってく

る。特に、基本になる全音符（：：：： ：：：：h：滋）が6点の拡が

りを指先ではっきりと示す組合せとなっているなど、点字楽譜

記号として非常に優れた触読性を有している。

文字については、この「プライユの点字配列表」の最初の部

分がそのままアルファベットに当てはめられて各文字の使用頻

度を無視したために、フランス語はもとより、‘‘どこの国のアル

- 1 -



ファベットにも最適ではない点の組合ぜ’となった。このこと

によって、欧米文字のアルファベットが共通になっていったこ

とは興味深い（注）。

（注）アルファベットに点字を当てはめる場合、通常は各国語と

もに点字器で書くときの負担を減らすために、使用頻度の

高い文字ほど点の少ない点字に当てはめようとする。なお、

19世紀前半頃までのフランス語のアルファベットは25文字

で「W」の文字はなく、ブライユは後に表の末尾でまだ使

用されていなかった「・；」をWとした。

これまでの国際点字楽譜会議

点字楽譜について、これまでに開催された国際的な会議を列

挙すると次のようになる。

1888年国際音楽委員会 コロン（フランス）

（欧代表4カ国）

1929年音楽記号国際会議パリ（フランス）

（欧米代表5カ国）

1954年世界点字楽譜統一会議パリ（フランス）

（代表19カ国。オプザーバ 4カ国、日本代表：日本点字研究会
とりいとくじろう いわはしひでゆき はやししげお

会長鳥居篤治郎、オブザーバ 岩橋英行、林薫夫）

1992年国際点字楽譜会議サーネン（スイス）

（代表15カ国、 35人。日本代表：日本点字委員会点字楽譜担当

加藤俊和）

2004年国際点字楽譜会議チューリッヒ（スイス）

（代表18カ国、 48人。日本代表：日本点字委員会点字楽譜担当

加藤俊和）
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点字楽譜の国際会議は現在WBUの中に位置づけられでいる

が、上記の経緯のようにむしろ欧米を中心に点字楽譜独自で歴

史を積み重ねられてきたと言えよう。

世界各国の代表が参加して最も大きく拡がった1954年の会

議は、視覚障害者関係の国際会議に日本が初めて登場した、世

界盲人福祉協議会（世盲協）の第 1回大会と同時に開催された。

後に同協議会の副会長となった日本ライトハウスの岩橋英行氏
たけお

とともに、会議のすぐ後に岩橋武夫氏が亡くなられ日本盲人会

連合の 2代目会長となる鳥居篤治郎氏と、京都府立盲学校の理

療科の教諭でテノール歌手でもあった林薫夫（飯場）氏が、海

外渡航の制限されていた中を苦労して参加している。この会議

は実質的に点字楽譜の世界統一を実現するためのものであり、

初めて新しい楽器や新しい音楽の形式及び東洋における点字楽

譜についても言及された会議であった。

この結果が、鳥居篤治郎訳・林繁男編で1963年に京都点字社

から『世界点字楽譜解説』点字版全5巻として出版された。さ

らに追補して1972年に墨字版が財団法人日本文化財団から出

版された。私は、点字楽譜については林氏の手ほどきを受けて、

この墨字版発行のときに少しは関係させていただいた。

その後も、欧米を中心とした会議は何度か開催されていたが、

それらは日本の点字関係者はほとんど関知していなかった。

再び世界的に広く呼びかけられたのが1992年にスイスのサ

ーネンで開催された国際点字楽譜会議であった。私は日本点字

委員会の点字楽譜専門委員会や文部省の『点字楽譜の手引』の

編集を担当し、一方では、国際標準機構ISOの点字コード作業

委員会の専門委員でもあったので、日本代表として参加するこ
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とになった。

国際的に使用する点字楽譜記号の確認

この1992年の点字楽譜の会議では、音部記号などこれまでの

点字楽譜記号とは少し異なる記号も含めた200種以上の記号類

について点字楽譜記号が確認された。その趣旨は、紛れが少な

く音楽の専門家の使用に耐えうる記号と規則を国際的に統一す

るために決定していったのである。ただし、各国で現在使用し

ている点字楽譜まで含むと合意が得られないため、各国で使用

する点字楽譜については言及しないで、今後世界的に共通して

使用する点字楽譜に限定して合意をみたものであった。

2004年の今回は、グレゴリオ聖歌や点字楽譜変換ソフトウェ

ア、そしてこの会議の組織化についてが主要なテーマであった

が、 1992年に決定し1996年にマニュアルが出版されたあとの状

況についても論議になった。

その中で象徴的だったのは、グレゴリオ聖歌についてである。

ヨーロッパの古典的な教会音楽においては、現在の五線譜では

なく、ネウマ譜等の古い楽譜形式が今でも使用されており、視

覚障害者の歌い手もそれを読めなければならない、というヨー

ロッパの事情が背景にあったからである。日本では教会におい

ても五線譜が使用されており、研究者以外でネウマ譜等を実際

に読む必要が生じることはほとんどないので、視覚障害者の音

楽家にとっても点字楽譜上の支障はまずない。だが、欧米では、

教会音楽を忠実に再現するためにネウマ譜等の表現が必要にな

り、専門的な歌手や研究者のためにその点字楽譜が必要になっ

てくることから、審議されたものである。ただし、今回の会議
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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